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論文題目

Utility of a novel tablet computer software for memory 

impairment in participants with brain injuries: A randomized 
control trial. 

（脳損傷による記憶障害に対するタプレットコンピュータの有用

性について：ランダム化比較試験）

論文内容の要旨

［はじめに］記億障害のリハビリテーションには外的な補助手段を用

いる方法がある。近年はテクノロジーを用いた外的補助手段の研究

も行われているが、その報告の殆どがシングルケースやサンプル数

の少ない研究である。そこで本研究では ICTを用いた記憶の補綴手

段が記憶障害に対する有用性について RCTを用いて調査を行った。

［方法］対象は、後天性の高次脳機能障害者の診断を受け、生活や仕

事に記憶障害の症状を呈している 16-65歳とした。除外基準は精神

疾患や進行性の疾患や MMSEで 18点以下とした。参加人数は 80名（介

入群 40名：待機群 40名）で、介入群は性別 26: 13（男：女）年齢

43.20土12.60、疾患は 8:22: 9（脳卒中：脳外傷：その他）、 MMSE26.90

士2.50、待機群は性別 27:12、年齢 43.70土12.80、疾患は 9:23: 7、

MMSE27.45土4.10であった。エンドポイントの評価時には各群 1名

ずつ研究から脱落となり介入群 39名、待機群 39名となった。参加

者は年齢と RBMTの得点の 2変数を用いて 4層に分けブロック化に

よる無作為割り付けを行った。評価はプライマリアウトカムとして

日常健忘の頻度を評価する EverydayMemory Checklist (EMC)、セカ

ンダリアウトカムとして神経心理検査： RBMTプロフィール (SPS)

スクリーニング (SS)、WechslerMemory Scale-Revised (胃MS-R) の

論理記憶 I • IIと視覚再生 I • II、WechslerAdult Intelligence 
Scale-third Edition（胃AIS-m)の数唱、知識、符号、 Trai1

Making(TMT)-A、-Bを測定し、生活面での質問紙： Community

Integration(CIQ)、FrenchayActivities Index(FAI)、'General
Self-efficacy(GSE)、Zarit介護負担度 (ZBI_8)の測定を実施した。

［介入］介入群は 3ヶ月間 Informationand communication 

technology (ICT)を生活で用い、 3ヶ月後に両群エンドポイントの評

価を実施した。 ICTは、高次脳機能障害者を対象に開発されたタブ

レット版のアプ））ケーション「あたら」を用いた。主な機能はボイ

スリマインダー機能、日記、写真、カレンダー、クイマーなどがあ

る。

［結果］ ICT使用状況は 66％が頻繁に使用し、個々の機能ではボイ

スリマインダーによるスケジュール管理や写真を張り付けられる日

記の使用頻度が高かった。エンドポイントの評価では、 EMCは有意

な改善を示さなかったが (changescore meanO. 26 ; 95% CI : 

-2. 55-3. 07 ; p=O. 853) 、日常生活に関する記憶検査の RB町の SPS

(change score mean 1. 97; 95% Cl: 0. 33-3. 61; p=O. 01)と SS(change 

score mean 1. 31 ; 95% CI: 0. 33-2. 29; p<O. 01) 、自己効力感の GSE

(change score mean3. 40 ; 95% CI : 0. 38-6. 42 ; p=O. 02) に有意な

改善を示した。

［考察］記憶の神経心理検査結果について、 WMS-Rは純粋な記憶検

査に対して、 RBMTは展望性課題や再認課題を含む生活に関する記憶

の検査で生態学的な側面の高い検査とされている。あらたの機能で

はボイスリマインダーや日記の使用頻度が高かった。展望記憶や回

想記憶は Cueを必要とし、トレーニングでもタイマーなど外的な Cue

が用いられる。このようにあらたの機能を用いることで展望性記憶

ゃ回想記憶などを促通し、結果生活に関する記憶が改善し、 RBMTの

改善につながったと考える。しかしプライマリアウトカムと考えた

EMCには効果が反映されなかった。その要因として質問紙が 4段階

評価で詳細な変化に対して感度が低かったことが大きな要因と考え

る。 GSEの自己効力感の改善については、 ICTを用いることで成功体

験を経験することが増し自己効力感の改善につながったと考える。

また先行研究には比較的軽度の記憶障害者に効果がある、ツールの

デザインや操作性も重要と報告されている。本研究も軽度から中等

度の記憶障害者の割合が多く、 ICTツール操作のサポート体制があ

ったことが効果の要因となったと考える。
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I 要 旨

≫ ー ・ ジ・-~~ ~ t:: ~tii→4 次脳機能障宴の一症状である記憶障実に対 I. 、パ業 ~1
ともに神戸大学が開発した記憶補助アプリ「あらた」を用いて、記憶の補綴手段の有用

性について検討している。

対象は、生活や仕事に記憶障害の症状を呈している 80名（介入群 40名；待機群 40

名）で、介入群は性別 26: 13（男：女）、待機群は性別 27: 12で無作為割り付けを行

っている。評価はプライマリアウトカムの EverydayMemory Checklist(EMC)、セカン

ダリアウトカムとしての胃ecbslerMemory Scale-Revised {WMS-R) などの記憶評価、

知的機能評価の WAIS-Ill、注意評価としての 'frailMaking(TMT)、ほか General I Sol f-effi.cacy (GSE)などの生活質問紙を取っている。介入群は 3ヶ月間あらたを実施し

た結果、 66％が頻繁に使用し、スケジュール管理や日記の使用頻度が高かったことを報！

告している。さらに、日常生活に関する記憶検査(/)RB町と自己効力感の GSEに有意な

改善を示している c 考察の中で、あらたの使用が記憶評価や自己効力感の改善につなが

ったと述ぺ、あらたの有用性が示された。これまで、記憶障害は生活での記憶を補填す

るストラテジーは、メモや手帳、アラームのセットなどとされてきたが、記憶障害者用

に開発された ITは fあらた」が初めてであり、その有用性について、 RCTを用いて明

確に実験統制し検討された優れた研究である。
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掲載綸文名・薯者名・掲載（予定）誌名・巻（号）．頁、発行（予定）年を記入してください。

Utility of a novel tablet computer software for memory impairment in part.icipants 

jwith brai_n injuries: A ran~~mized control tr~al. （脳捐傷による記憶障害に対する

I 
I 

タプレットコンピュータの有用性について：ランダム化比較試験），石田順子 村井俊哉 ― 

上田敬太 古）I｝俊亮種村留美，

!Neuropsychological Reha bi 1i tat ion, 2021, 10, 12, 1-18 




